
階段は、あくまでも避難施設として整備。　　　でも、ふだんは、ピクニックのできる場所に。
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බᅬ

スローシティ観光商業施設「迎・ムカエル」（まちづくり会社）

42
写真│新 良太（特記以外） 土木施設はその機能を果たすために、時として人

を遠ざけてきたが、徐々にその巨大な体を開き、人
に寄り添いはじめた。公共空間として、ランドスケー
プとして、人の手に復権された新しい土木の景色
をみつけてみよう。気仙沼内湾防潮堤

宮城県気仙沼市

土木のランドスケープ 14

ナビゲーター・文│八馬 智（千葉工業大学教授）

各地に甚大な被害をもたらした東日本大震災の発生以後、
海のそばで海と共に生活を営んできた人々にとって、防潮堤
建設は「これまでの暮らし」を取り戻すために避けて通れな
い課題となった。余条件が複雑に絡み合い、完成後の評価
が難しい防潮堤建設。一方、その課題への向き合い方は、建
設された防潮堤の数だけある。
　今回採り上げる気仙沼内湾は、1つの湾に対し3種類の防潮
堤が設置されている。当初は建設そのものに反対していた地域
住民が、自らの暮らしと防潮堤に向き合い、地域の未来を模索
し続けた8年もの過程が、この3通りの解に映し出されている

県、市、それらの各部署、まちづくり会社が、各自デザインする共用空間の素材やディテールを統一

43

照明も統一！！

44

震災後、はじめて復活したスローフードフェスタ（2021年11月6,7日）

45 46

防潮堤を観客席に使って野外コンサート　　　　防潮堤の壁面を使ったイベントアート

使うのは市民。市民が公共空間をデザインする時代へ

47

・災害公営住宅、
  物販店、福祉施設 等

■南町一丁目地区共同  
　建替再建ゾーン
（2016年完成）

・観光船舶発着場、広場 等

■観光交流・広場ゾーン
（２０１７年 完成）

■南町二丁目地区 共同店舗  
（2017年 完成）

・共同店舗、個別店舗、
  コミュニティ施設、災害公営住宅 等

■気仙沼地域開発によるスローシティ施設  
（2018年 完成）

・トラベラーズカフェ、観光DMO拠点
・スローフードミュージアム、レストラン
・スローフード共同店舗、マーケット

■魚町二丁目地区 共同店舗

・個別店舗、災害公営住宅 等
（2016年夏 完成）

・災害公営住宅、
 災害公営住宅駐車場 等

■災害公営住宅
■（２０１７年 完成）

ウォーターフロント施設

南町海岸公園
（防潮堤デザイン）

内　湾

スポーツ・観光 公共施設 （2018年 完成）
勤労青少年ホーム、観光案内所、会議室、軽運動場 等

スローストリート

■駐車場整備予定地

内湾地区復興まちづくりにおける小規模事業連鎖

48
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気仙沼市の公共施設は、指定管理者制度によって、民のまちづくり会社が運営

49 50

51
復興事業が終わってもまちづくりは終わらない。まちのコンテンツは、市民とまちのファンが創っていく。

52

出典：河北新報

53

気仙沼は被災から１０年を経て、復興を終えて、エリアプラットフォームをつくり、平時の地域活性化のまちづくりが始まった！

出典：気仙沼エリアプラットフォームFacebookページより

54

出典：気仙沼エリアプラットフォームFacebookページより

55

出典：気仙沼エリアプラットフォームFacebookページより

地域拠点施設は、箱や空間が存在するだけではダメ！！
市民や利用者が、持続的にまちを使いこなす仕組みがセットになって、はじめて活かされる。

56
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問題点 
１）車を利用したい住民と、車を持っていない学生。車のための駅と、歩行者のための
駅。駅に求めるニーズのミスマッチが生じている。

南草津駅前の居場所となる公共施設のあり方を考える 

２）一方で、車を持っている住民は、駅
に賑わいを求めていない。商業施設や利便施設
は、国道や取り付け道路の沿道に。（駅前の西友から撤退し
たはずのM印が駅から徒歩１５分のプリムタウンに復活） 

車を持っていない学生も、駅に賑わいを
求めていない。買い物は大阪・京都へ、BBQは湖
畔へ、駅前に必要なのは安い居酒屋とラーメン屋。 
３）時間帯によって、利用状況が大きく
異なる。（車は朝・夕方がメイン） 
４）地元商店街のような駅前を何とかし
て活性化しようという主体が見えない。

57

まとめ「気仙沼の復興まちづくり事例から、南草津に活かせるポイントは？」 
１）気仙沼の事例は「復興」なので、「平時」のまちづくりとは違いますが、、、でも、市民が行政と連携して
「まちの玄関口をどのような場所にするのか？」をとことん考えてきたというプロセスは、南草津においても、
参考にすべき。考える主体は誰なのか？UDCBKが中心になって地元組織と産官学連携で体制をつくるべき？

２）気仙沼では、「海とまちの関係を大切にした生活に実現」がコンセプトだった。南草津駅のまち玄関口とし
て目指している固有のコンセプトは？

３）これまでのように、どこにでもあるロータリーのある駅前ではなく、個性的な駅前の事例が増えている。で
も、駅前に「何（施設や機能）を整備してほしいか？」ではなく、重要なのは、駅を利用されている皆さんが「ど
のような生活をしたいのか、どのような居場所にしたいのか？」「住民／学生／働きにくる人たちが、思い描い
ている過ごし方やライフスタイルは？」を考えること。

４）気仙沼のウォーターフロントは、季節／曜日／時間によって、朝市／コンサート／芝生広場など、全く異な
るヒトやコトに利用されている。時間帯によって、利用状況が大きく異なる南草津駅前においても、多様な利用
がなされるために、時間軸で、きめ細かい制限／緩和のルールを適用が必要。

５）気仙沼のウォーターフロントは、防潮堤の壁を越えて、公共空間（公園、岸壁、交流施設など）と民地（商
業・観光施設など）を一体的に利用できるようにシームレスかつ、ガラス張りの開放的なデザインとした。閉鎖
的な南草津駅前の空間を、シームレスかつグランドレベルに開放的な建物にリノベーションする必要がある。

58

アーバンデザインセンターびわこ・くさつでは、２０４０年のまちの未来を描くワークショップを実施。

南草津駅前の公共施設のあり方について、今から、駅の利用者である住民／学生／働いている人
たちと、あらかじめ、考え始めておくことが大切！！
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